
自治体、住民が一体となり、 
“地域ぐるみの観光開発”が進められている沖縄県。そのノウハウを学ぼうと、 

ミクロネシア三国、カリブ諸国から研修員がやってきた。 

やんばる物産センターで野菜売場を見学する研修員。
流通システムや販売、陳列方法について学ぶ

プロジェクト・サイクル・マネジメント（PCM）演習を通じて、
観光開発における問題分析、解決方法を検討する

沖縄ハーバービューホテルクラウンプラザで、
ごみ分別状況の説明を受ける

※この研修では、1973年に発足した「カリブ共同体（CARICOM）」
に加盟する国・地域が対象。2008年度は、ベリーズ、ハイチ、ジャマ
イカ、セントルシア、セントビンセントの5カ国から9人が参加した。

地
域
と 

世
界
の 

き
ず
な 

  

　
日
本
で
唯
一
亜
熱
帯
地
域
に
属
し
、
一

年
を
通
し
て
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
る
沖

縄
県
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
幅
広
い

年
齢
層
が
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、
日
本
国

内
で
も
人
気
の
高
い
観
光
地
の
一
つ
だ
。 

　
豊
か
な
自
然
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
地

元
色
あ
ふ
れ
る
食
べ
物
―
―
沖
縄
の
魅
力

は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
県
民
の
生
活
、

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
観
光
開
発
が
、
多

く
の
人
々
を
ひ
き
つ
け
、
地
域
の
発
展
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

　
同
じ
く
島
々
か
ら
成
る
大
洋
州
地
域
や

カ
リ
ブ
地
域
で
も
、
観
光
は
国
の
発
展
を

支
え
る
上
で
重
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
現
地
で
は
、
地
域
資
源
の
魅
力
を

十
分
に
引
き
出
し
、
持
続
的
に
活
用
し
て

い
く
た
め
の
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。
そ

こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
長
年
に
わ
た
り
沖
縄

が
培
っ
た
観
光
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
三
国
（
パ
ラ
オ
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
）
と

カ
リ
ブ
諸
国
※
を
対
象
に
、「
持
続
可
能
な

観
光
開
発
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
を
開

始
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
き
な
わ
環
境
ク
ラ
ブ

と
協
働
で
、
観
光
省
の
職
員
ら
を
対
象
に
、

毎
年
約
２
カ
月
に
わ
た
る
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。 

　
研
修
内
容
は
、
世
界
遺
産
で
あ
る
首
里

城
な
ど
観
光
施
設
の
見
学
、
観
光
振
興
に

携
わ
る
県
庁
や
自
治
体
の
職
員
に
よ
る
講

義
、
地
元
農
家
、
ホ
テ
ル
の
視
察
と
さ
ま

ざ
ま
。「
沖
縄
の
観
光
開
発
に
つ
い
て
幅
広

く
学
び
、
実
感
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な

っ
て
い
ま
す
」
と
お
き
な
わ
環
境
ク
ラ
ブ

事
務
局
長
の
吉
田
透
さ
ん
は
話
す
。
吉
田

さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研

修
を
数
多
く
担
当
。
国
際
協
力
に
理
解
の

あ
る
地
域
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
も
深
く
、

自
治
体
、
企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

を
協
力
者
と
し
て
取
り
込
み
、„
地
域
密
着

型
“
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。 

   

　
研
修
の
理
論
面
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の

が
、
琉
球
大
学
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
三
国
）、

名
桜
大
学
（
カ
リ
ブ
諸
国
）
の
教
授
陣
。

学
術
的
な
立
場
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、

研
修
中
は
「
持
続
可
能
な
観
光
の
現
状
と

課
題
」「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
論
」
な
ど
の

講
義
を
担
当
し
て
い
る
。
名
桜
大
学
国
際

学
群
観
光
産
業
専
攻
の
新
垣
裕
治
教
授
は
、

「
理
論
と
実
践
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

よ
り
理
解
の
幅
が
広
が
り
ま
す
」
と
強
調

す
る
。 

　
カ
リ
ブ
諸
国
の
研
修
は
今
年
で
６
年
目
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
三
国
の
研
修
は
４
年
目
を

迎
え
、
内
容
も
年
々
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。

新
垣
教
授
い
わ
く
、「
沖
縄
の
観
光
の
現
状

に
つ
い
て
、
実
感
を
持
っ
て
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
„
現
場
の
体
験
“
が
で

き
る
研
修
に
し
ま
し
た
。
石
垣
島
、
竹
富

島
、
西
表
島
な
ど
の
離
島
、
東
村
な
ど
の

視
察
は
、
研
修
員
か
ら
の
評
価
も
高
い
」。 

　
沖
縄
を
訪
れ
た
研
修
員
は
そ
ろ
っ
て
、

「
沖
縄
の
人
た
ち
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー

に
あ
ふ
れ
て
い
る
」
と
口
に
す
る
。
観
光

施
設
で
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
で
接
す
る
人

す
べ
て
に
„
温
か
さ
“
が
あ
る
。
そ
こ
か

ら
も
、
彼
ら
は
「
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん

だ
観
光
開
発
」
の
重
要
性
を
見
出
し
た
よ

う
だ
。 

　
今
年
３
月
、
琉
球
大
学
観
光
産
業
科
学

部
の
梅
村
哲
夫
教
授
と
吉
田
さ
ん
は
、
研

修
員
の
帰
国
後
の
活
動
を
視
察
す
る
た
め
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
パ
ラ
オ
を
訪
問
し
た
。

過
去
３
年
間
で
受
け
入
れ
た
パ
ラ
オ
の
研

修
員
は
７
人
。「
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て
奮

闘
し
て
い
た
。
帰
国
研
修
員
同
士
が
協
力

し
て
、
新
た
な
取
り
組
み
が
生
ま
れ
れ
ば
」

と
梅
村
教
授
。「
こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
に
よ
り
、
研
修
の
成
果
も
上
が
る
は

ず
」
と
展
望
を
語
る
。 

　
他
方
、「
研
修
員
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
」
と
吉
田
さ
ん
。
沖
縄
は
国
内

旅
行
者
が
圧
倒
的
に
多
い
た
め
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
„
日
本
人
向
け
“
の
開
発
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。「
パ
ラ
オ
で
は
、
欧
米

人
観
光
客
向
け
に
、
町
中
に
英
語
表
記
が

充
実
し
て
い
た
。
沖
縄
が
こ
れ
か
ら
力
を

入
れ
る
べ
き
部
分
で
す
」。 

　
い
ま
だ
、
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
秘
め
た

大
洋
州
地
域
と
カ
リ
ブ
地
域
。
沖
縄
で
の

研
修
を
通
じ
て
、
各
国
に
適
し
た
「
持
続

的
な
観
光
開
発
」
が
推
進
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
。 

 

那覇市の第一牧志公設
市場を見学する研修員

まき し

沖
縄
の
観
光
開
発
を
島
国
へ 

たまぐすく花野果村で、自ら収穫
した野菜を使って料理に挑戦

はなや  か むら

西表島の仲間川の木道にて
マングローブ林を見学

大
学
の
協
力
に
よ
り 

理
論
面
を
補
完 

面積2,275.71平方キロ、人口約
140万人。マンゴーなどのトロピカ
ルフルーツや、サトウキビ、タバコ、ゴ
ーヤーなどが生産でき、クルマエビ
やモズクの養殖も盛ん。首里城跡
を含む9カ所の世界遺産を有し、年
間600万人近くの観光客が訪れる。
環境を破壊することなく、観光客が
地域特有の自然・生活文化に触れ
ながら学べる「エコツーリズム」をは
じめ、国際会議や外国人の誘致、
ファミリー向けの観光開発などに取
り組んでおり、その知見を生かして
ＪＩＣＡの研修にも数多く協力している。

沖 縄 県
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